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　小学校から中学校までの９年間は義務教育です。日本では、中学校を卒業した後、 

９５％以上の人が高校へ行きます。高校を卒業すると大学、短期大学、専門学校の入学

試験を受けられます。ほとんどの企業が、高校を卒業することを採用条件にしているの

で就職に有利です。 

 

 
 高校進学の意義 

　高校ではより高い目標を達成するため、各学科の教科・科目に意欲的に取り組み、 

さらに課外活動への参加など、あらゆる面で一人一人が主体となって行動することが 

期待されます。 

 

 
 高校の編成 

　高校には、全日制、定時制、通信制の３つがありますが、卒業後の資格はいずれも 

同じです。全日制の課程は、昼間３か年の課程です。定時制・通信制の課程は、働きな

がら学習し、無理なく卒業できるよう３か年以上と定められています。 

 

 
 学科の種類 

　高校の学科は大別すると普通科・専門学科・総合学科

の３つになります。専門学科は探究科学、国際、農業、

水産、工業、商業、家庭、看護、福祉に関する学科に 

分かれています。 
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進路選択の心構え  

 
 適性を生かす進路の決定 

　中学生・高校生・大学生に対して「職業を選ぶに当たって、何を考えたらよいか」と

いう質問をしてみました。中学生では「社会に役立つ仕事」をあげる人が多く、高校生

では「自分の適性に合った仕事」そして、大学生は「経済的に恵まれる仕事」をあげる

人が多かったようです。 

　実際は、自分の好きな仕事、あるいは適性を生かせる仕事という観点から進路を考え

ていくべきでしょう。特に適性は重要な条件となります。しかし、自分の適性はなかな

かつかみにくく、これを的確に判断して、自分に合った進路を決定し、職業を選ぶこと

は大変難しいことです。各種調査や検査の結果等を参考にして考えることが大切です。 

 

 
 進路の決定は慎重に 

　進路を決定する過程においては、自分にどのような適性があるのか理解しようと努め

ることが大切です。要するに自分を知るということが大切です。 

　忘れてならないことは、適性は成長とともに変化する場合もあるということです。 

はじめは自分の興味に合っていたことでも、いつの間にか興味が他のことに移り、それ

に応じて性格や能力も少しずつ変わっていくこともあります。 

　進路を決して自分一人で決めることなく、先生、家族、友人などの意見を参考にして

考えてください。 

 

 
 働きながら学ぶには 

　中学校を卒業して働いている人、もう一度高校にチャレンジしたい人、マイペースで

学習したい人、勤務の都合や自分の生活に合わせて高校で学習したい人などのために、

定時制・通信制・単位制の教育制度があります。 

（１）定時制高校で学びたい人に（　働きながら学べる） 

　働くことと学ぶことを両立できるよう配慮してある夜間制、自分で学習

時間を決めることができる昼間二部制などの授業開設形態があります。 

　また、授業時間の関係から、修業年限は原則として４年間ですが、技能

連携・実務代替の制度などを利用して学習の負担が軽減されます。 
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 進学希望の子を持つ親として 

　進学は将来の職業生活の準備であると言えます。したがって、将来の職業生活の見通

しを立てて進学先を一緒に考える必要があります。現在は、普通科への進学希望が多い

ようですが、適性や能力等から子どもの将来を考えたときに、普通科よりも専門学科の

ほうが向いていると見受けられる場合には、そのような助言も必要ではないかと思われ

ます。専門学科で学んでから大学などへ進学することもできます。 

 

 
 就職希望の子を持つ親として 

　中学校を卒業してすぐに就職する場合は、これまでの学校生活とは全く違った変化の

激しい社会の中で、初めて経験する人生の荒波を乗り越えていかなければなりません。 

　最初の頃は強がりを言っていても、実際にいざ就職となると、分からないことが多く、

そのため不安や悩みをかかえることもあります。学校や就職先と連携を密にしながら、

少しでも不安感を解消してあげることが大切です。 

（２）単位制高校で学びたい人に（　マイペースで学べる、好きな時間に学べる） 

　学習者の希望、学習歴、生活環境などに応じて高校の教育が容易に受けられるよう

設置された課程です。前籍校の単位も一定条件のもとで認定されます。 

　教科ごと、学期ごとに修得した単位の累積加算や高等学校卒業程度認定試験合格科

目の単位認定によって、３年間での卒業が可能です。 

 

　皆さんが安心して勉強できるように、次のような制度が設けられています。 

ａ　県立学校（全日制、定時制、通信制）では、授業料を無償にする制度 

ｂ　働きながら学ぶ人を対象に、定時制では教科書を、通信制では教科書と 

　　学習書を給与する制度 

ｃ　定時制・通信制では、働きながら学ぶ人で経済的理由により著しく修学が困難な 

　　人を対象に、奨励金が貸与され、卒業すれば返還しなくてもよい修学奨励金制度 

ｄ　定時制では、働きながら学ぶ人で経済的理由により著しく修学が困難な人を対象

に、給食の補助をする制度 
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総合学科 

幅広い分野の普通教科に関する普通教育を通して、生徒一人一人の個性と能力を伸ば

すとともに、幅広い教養や望ましい職業観、社会性を身につけることができます。 

 

ゼミ形式の授業や課題研究等の探究的学習、少人数指導を通して、 

思考力や探究力、課題解決能力などを身につけることができます。 

 

英語や中国語などの実践的な語学を学び、国際感覚を 

身につけることができます。 

 

バイオテクノロジーや環境制御などの先端技術をはじめ、 

栽培や飼育の基礎技術を身につけることができます。 

 

水産資源を確保・供給する優れた水産技術者に 

なるための学習をします。 

 

最先端技術から芸術分野まで様々な工業分野の学科があり、 

専門性の高い学習をします。 

 

簿記や情報処理などのほか、販売実習など実践的な学習を通して、 

ビジネス活動に必要な実践的な能力を身につけることができます。 

 

生活産業のスペシャリストを目指し、衣食住だけ 

ではなく、保育・福祉分野についても学習します。 

 

高校３年間と専攻科２年間を合わせた５年間一貫教育を通して、 

看護に従事する者として必要な学習をします。 

 

未来の地域社会を担う訪問介護員や介護福祉士を 

めざした実践的な学習をします。 

 

一人一人の進路、能力・適性、興味・関心に対応した教育課程を設けています。 

２年次より、用意された様々な系列（分野）から、自分に合った系列（分野）を１つ 

選択し、学びを深めます。 
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○ 高校に進学するためには、入学者選抜を受検しなければなりません。 

○ まずは、志願校を決めましょう。 
　・各高校の学科などの特色をよく調べましょう。 

　・保護者とよく話し合った上で、自分の目標となる高校を決めてください。 

○ 先生に相談しましょう。 
　・将来の進路などもふくめて、担任の先生によく相談してください。 

　 ★受検への配慮が必要なとき 

　・漢字が読めないことが受検でハンディになるとき、または、視力、聴力、肢体状況、

病気等で何らかの配慮が必要なときは、担任の先生に相談してください。 

高校に進学するために 
 こう こう  しん がく 

 

● 推 薦 選 抜  
　・一人一人の個性や目的意識、様々な能力や実績などを重視する選抜方法です。 

　・学力検査は行わず、調査書や推薦書、面接、作文、実技検査などの結果をもとに 

　　選抜します。 

　・推薦選抜を志願できるのは、県内の中学校等を卒業する見込みの人で、中学校長等の

推薦を得た人です。合格内定となった場合は、当該高校への入学を確約できる人です。 

 

● 一 般 選 抜  
　・学力検査と調査書（一般に内申書といわれている）などを用いる選抜方法です。 

　・学力検査は、社会、国語、理科、英語、数学の５教科で、各教科は４０点満点です。 

　・調査書は中学校生活の状況をまとめたもので、学習状況、特別活動や部活動の状況、

趣味・特技や欠席の日数などが記入されます。 

 

● 第２次選抜 
　・推薦選抜及び一般選抜の合格者数が、募集定員に満たなかった高校では、第２次選抜

を行います。 

　・志願できる人は、一般選抜を受検して、合格とならなかった人です。 

　・高校では、調査書と、一般選抜の学力検査の結果などをもとに、合格者を決定します。 

県立高校の入学者選抜について 

全　日　制 
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高校に進学するために 

県立高校の入学者選抜について 
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 かん じ よ じゅけん し りょく ちょうりょく し たい じょうきょう 

 びょう き とう なん はいりょ ひつよう たんにん せんせい そうだん 

 

 すい せん せん ばつ 

 ひ とり ひとり こ せい もくてき い しき さまざま のうりょく じっせき じゅう し せんばつほうほう 

 がくりょく けん さ おこな ちょう さ しょ すいせんしょ めんせつ さくぶん じつ  ぎ   けん  さ   けっ  か 

   せんばつ 

 すいせんせんばつ し がん けんない ちゅうがっこう とう そつぎょう み　こ ひと ちゅうがっこうちょう とう 

 すいせん え ひと ごうかくないてい ば あい とうがいこうこう にゅうがく かくやく ひと 

 

 いっ ぱん せん ばつ 

 がくりょく けん  さ   ちょう さ しょ いっぱん ないしんしょ もち せんばつほうほう 

 がくりょく けん  さ   しゃかい こく  ご   り　か えい  ご   すうがく きょう か かく きょう か てんまんてん 

 ちょう さ しょ ちゅうがっこう せいかつ じょうきょう がくしゅうじょうきょう とくべつかつどう ぶ かつどう じょうきょう 

 しゅ み とく ぎ けっせき にっすう き にゅう 

 

 だい じ せん ばつ 

 すいせんせんばつ およ いっぱんせんばつ ごうかくしゃすう ぼ しゅう ていいん み こうこう だい じ せんばつ 

 おこな 

 し がん ひと いっぱんせんばつ じゅけん ごうかく ひと 

 こうこう ちょう さ しょ いっぱんせんばつ がくりょく けん さ けっ か ごうかくしゃ けってい 





定時制・通信制 
 てい じ せい つう しん せい 

 

● 単位制の選抜 
　新川みどり野高校、雄峰高校、志貴野高校、小矢部園芸高校、となみ野高校の５校

は、単位制というしくみを取り入れた定時制高校です。これらの高校の選抜は、次の

ように行われます。 

＜前期  第１次選抜＞ 

　・全日制の課程一般選抜の学力検査１日目と同じ日に、作文及び面接、

学力検査を行います。高校によっては、面接を次の日に行う場合も

あります。 

　・各高校では、調査書と作文、面接、学力検査（高校によって異なる

場合があります）の結果をもとに、合格者を決定します。 

＜前期  第２次選抜＞ 

　・県教育委員会が発表する募集定員などに基づいて、単位制以外の定時制第１次選抜

と同じ日程で実施されます。 

　・各高校では、調査書と作文、面接、学力検査（高校によって異なる場合があります）

の結果をもとに合格者を決定します。 

＜後 期 選 抜＞　※小矢部園芸高校を除く 

　・春に行われる前期選抜（第１次、第２次など）での入学者数等を考慮して県教育委員

会が発表する募集人員などに基づき、９月に実施されます。 

　・各高校では、調査書と作文、面接、学力検査（高校によって異なる場合があります）

の結果をもとに合格者を決定します。 

 

● 単位制以外の定時制の選抜と通信制の選抜 
　富山工業高校は、全日制とともに、単位制ではない夜間定時制も設置しています。

また、雄峰高校は定時制とともに通信制も設置しています。これらの高校の選抜は、

次のように行われます。 

＜第１次選抜＞ 

　・選抜の方法は、調査書と作文や面接、学力検査など、高校や学科によって異なりま

す。詳しくは、各高校に問い合わせてください。 

＜第２次選抜＞ 

　・第１次選抜で募集定員に満たなかった学科では、第２次選抜を行います。 

　・選抜の方法や日程は、高校や学科によって異なります。 

　　詳しくは、各高校に問い合わせてください。 

 

 たん い せい せん ばつ 

 にいかわ の こうこう ゆうほうこうこう し　き　の こうこう お　や　べ えんげい こうこう の こうこう こう 

 たん い せい と い てい じ せいこうこう こうこう せんばつ つぎ 

 おこな 

 ぜん き だい じ せんばつ 

 ぜんにちせい   か  てい いっぱんせんばつ がくりょく けん  さ   にち め おな ひ さくぶん およ めんせつ 

 がくりょく けん  さ   おこな こうこう めんせつ つぎ ひ おこな   ば  あい 

 

 かくこうこう ちょう さ しょ さくぶん めんせつ がくりょく けん  さ   こうこう こと 

 ば あい けっ か ごうかくしゃ けってい 

 ぜん き だい じ せんばつ 

 けんきょういく   い  いんかい はっぴょう ぼ しゅう ていいん もと たん  い  せい  い  がい てい  じ  せい だい じ せんばつ 

 おな にってい じっ  し   

 かくこうこう ちょう さ しょ さくぶん めんせつ がくりょく けん  さ   こうこう こと ば あい 

 けっ か ごうかくしゃ けってい 

 こう き せん ばつ お　や　べ えんげいこうこう のぞ 

 はる おこな ぜん  き  せんばつ だい じ だい じ にゅうがくしゃ すうとう こうりょ けんきょういく い いん 

 かい はっぴょう ぼ しゅう じんいん もと がつ じっ し 

 かくこうこう ちょう さ しょ さくぶん めんせつ がくりょく けん  さ   こうこう こと ば あい 

 けっ か ごうかくしゃ けってい 

 

 たん い せい い がい てい じ せい せん ばつ つう しん せい せん ばつ 

 と やま こうぎょう こうこう ぜんにちせい たん  い  せい や かん てい  じ  せい せっ ち 

 ゆうほう こうこう てい  じ  せい つうしんせい せっ ち こうこう せんばつ 

 つぎ おこな 

 だい じ せんばつ 

 せんばつ ほうほう ちょう さ しょ さくぶん めんせつ がくりょく けん さ こうこう がっ か こと 

 くわ かくこうこう と あ 

 だい じ せんばつ 

 だい じ せんばつ ぼ しゅう ていいん み がっ か だい じ せんばつ おこな 

 せんばつ ほうほう にってい こうこう がっ か こと 

 くわ かくこうこう と あ 





□ 県立高校でかかる費用について 
 

 

 

 

 

 

※その他にかかる費用 

　　　・入学時に支払うもの ： 教科書、制服購入費　等 

　　　・入学後毎月支払うもの ： ＰＴＡ会費、生徒会費、補助教材費　等 

 

 

 

□ 奨学金について 
　富山県では、経済的理由により修学に困難がある者に対して修学上必要な資金を 

貸与する奨学金制度を実施しています。 

（１）貸与月額について  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）貸与期間 

　　原則として、高校入学から卒業するまで 

（３）資格、貸与条件等 

　　・富山県内に保護者等が住所を有すること 

　　・他の奨学金の貸与を受けていないこと 

　　・保証人を立てること　　　　　　　　　など 

（４）返　　還 

　　貸与した奨学金は、卒業後おおむね１０年以内にその全額を返還していただきます。 

費用について  

にゅうがくこう さ   て すうりょう 

入学考査手数料 

こう　　　　こう 

高　　校 

たいしょう　　　　　  がっこう 

対象となる学校 
けんりつ　　 し りつ 

県立／私立 
つうがく く ぶん 

通学区分 

けん　　りつ 
県　立 

 し 　　りつ 
私　立 

  じ  　　たく 

自　宅 
  じ  たくがい 

自宅外 
  じ  　　たく 

自　宅 
  じ  たくがい 

自宅外 

たい　 よ 　げつ　がく 

貸　与　月　額 

18,000 円 

23,000 円 

30,000 円 

35,000 円 

にゅう がく りょう 

入　学　料 
じゅ ぎょう りょう 

授　業　料 

 2,200 円 　950 円 　460 円 

 5,650 円 2,100 円 な　し 

ぜん　　にち　　せい 

全　日　制 
てい　　 じ 　　せい 

定　時　制 
つう　　しん　　せい 

通　信　制 

 ひ よう 

（平成２３年度） 
へいせい ねん  ど 

（平成２３年度） 
へいせい ねん  ど 

費用について  
 けん りつ こう こう ひ よう 

 

 

 

 

 

 

 ほか ひ よう 

 にゅう がく じ し はら きょう か しょ せいふく こうにゅう ひ とう 

 にゅうがく ご まいつき   し  はら かい  ひ   せい  と   かい  ひ     ほ  じょ きょうざい ひ とう 

 

 

 

 しょう がく きん 

 と やまけん けいざいてき り ゆう しゅうがく こんなん もの たい しゅうがくじょうひつよう し きん 

 たい よ しょうがくきん せい ど じっ し 

 たい よ げつがく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 たい よ き かん 

 げんそく こうこう にゅうがく そつぎょう 

 し かく たい よ じょうけんとう 

 と やまけんない ほ　ご しゃとう じゅうしょ ゆう 

 ほか しょうがくきん たい よ う 

 ほ しょうにん た 

 へん かん 

 たい よ しょうがくきん そつぎょう ご ねん い ない ぜんがく へんかん 




